
　
本
誌
で
は
以
前
、
恩
納
村
へ
の
予
定
地
決

定
に
つ
い
て
特
集
を
組
み
ま
し
た
が
、
今
回

は
そ
れ
以
降
の
主
な
動
き
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
昨
年
十
二
月
十
九
日
に
、
内
閣
官
房
長
官
、

財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
そ
し
て
茂
木

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
・
科
学
技
術

政
策
担
当
大
臣
の
関
係
四
閣
僚
に
よ
り
、

①
　
大
学
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
措
置

と
し
て
、
沖
縄
の
研
究
基
盤
の
整
備
等

を
行
う
法
人
（
整
備
法
人
）
を
平
成
十

七
年
度
中
に
設
立
す
る
こ
と

②
　
大
学
の
開
学
に
つ
い
て
は
、
整
備
法
人

に
所
属
す
る
国
際
的
に
卓
越
し
た
研
究

を
行
う
主
任
研
究
者
が
五
十
人
程
度
に

達
し
た
時
点
を
目
処
と
す
る
こ
と

③�

平
成
十
六
年
度
に
、
施
設
の
基
本
設
計

等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
本
構
想
の

事
業
化
を
図
る
こ
と

な
ど
を
内
容
と
す
る
申
合
せ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
本
構
想
が
検
討
か
ら
事
業

化
へ
移
行
し
、
ま
た
、
内
閣
府
だ
け
で
な
く
、

政
府
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
内
閣
府
で
は
平
成
十
五
年
度
よ
り
、
大
学

の
開
学
に
先
駆
け
て
、
世
界
の
研
究
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
研
究
実
績
を
積

み
重
ね
る
た
め
に
、
先
行
的
事
業
と
し
て
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

及
び
研
究
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
十
月
十
六
〜
十
八
日
、
万
国
津
梁
館

（
名
護
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
外
の
科
学
者
、
学
生
等
三
百
五
十
一
名

が
参
加
し
、
生
物
科
学
、
情
報
科
学
、
ナ
ノ

科
学
な
ど
の
異
な
る
学
問
分
野
の
融
合
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
特
別
・
基
調
講
演
、
分
科

会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通

じ
た
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
三
月
十
四
〜
十
九
日
、

ホ
テ
ル
日
航
ア
リ
ビ
ラ
（
読

谷
村
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
と
し
て
著
名

な
科
学
者
十
七
名
、
受
講
者

と
し
て
若
手
研
究
者
や
大
学

院
生
等
四
十
六
名
が
参
加
し
、

「
酵
母
に
係
る
融
合
科
学
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
講
義
、
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
自
由
討
論
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
二
月
六
日
に
、
世
界
最
高
水
準
に
ふ

さ
わ
し
い
四
件
の
研
究
課
題
が
採
択
さ
れ
、

具
志
川
市
の
沖
縄
科
学
技
術
研
究
・
交
流
セ

ン
タ
ー
を

拠
点
と
し

て
研
究
が

開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

多
く
の
視

察
者
が
訪

れ
る
な
ど
、

大
き
な
注

目
を
浴
び

て
い
ま
す
。

　
今
年
七
月
十
三
日
、
構
想
を

推
進
す
る
上
で
の
重
要
事
項
に

つ
い
て
審
議
す
る
茂
木
大
臣
主

催
の
第
一
回
ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・

ガ
バ
ナ
ー
ズ
会
合
が

都
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
会
合
に
お
い
て
は
、

二
〇
〇
二
年
に
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学

賞
を
受
賞
さ
れ
た
シ

ド
ニ
ー
・
ブ
レ
ナ
ー

博
士
（
写
真
右
端
）

が
学
長
予
定
者
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
大
き
な

成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　　
現
在
、
整
備
法
人
設
立
の
た
め
の
所
要
の

法
案
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
国
会
に
提
出

す
べ
く
そ
の
作
成
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
行
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
四
件

の
研
究
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
続
き
着

実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
十
一
月
及
び
来

年
二
月
に
第
二
回
・
第
三
回
の
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
施
設

整
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
基
本
設

計
の
開
始
に
向
け
た
諸
作
業
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
構
想
の
事
業
化
や
、
学
長
予

定
者
の
選
考
、
ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ガ
バ
ナ
ー

ズ
会
合
の
開
催
を
経
て
、
構
想
の
推
進
が
新

た
な
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
整
備
法
人
を
設
立
し
、
そ
こ

が
大
学
の
開
学
に
向
け
た
条
件
整
備
を
行
う

と
い
う
更
に
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
と
な
り

ま
す
。
内
閣
府
は
、
こ
う
し
た
次
の
段
階
に

お
け
る
作
業
が
円
滑
か
つ
確
実
に
進
む
よ
う
、

適
切
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

内
閣
府
沖
縄
振
興
局
新
大
学
院
大
学
企
画
推
進
室 

　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
仮
称
）
設
立
構
想
が
尾
身
元
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
に
よ
り
提
唱
さ
れ

て
以
来
、
早
や
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
大
学
の
開
学
に
向
け
た
取
組
み
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
て

お
り
、
県
民
の
皆
様
の
関
心
や
期
待
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

1
関
係
閣
僚
に
よ
る
申
合
せ

2
先
行
的
事
業
の
実
施

3
ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・

　�
�

ガ
バ
ナ
ー
ズ
会
合
の

　�
�

開
催

4
今
後
の
動
き

5
お
わ
り
に

1

第
一
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2

第
一
回
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

3

研
究
事
業

第1回国際ワークショップの模様

「ロボットねずみ」を使った研究の模様

第1回ボード・オブ・ガバナーズ会合の模様


